
第 164 回 計測技術委員会議事録 
 
日 時 平成 31 年 10 月 4 日（金） 11:00～12:30 
場 所 Kyoto de meeting 
出席者 委 員 長 大谷（日大） 
 副委員長 仲嶋（福山大） 
    委 員 河村（アンリツ），布施（電中研），古川（横河電機）， 
   佐山（防衛大），望月（三菱電機）， 松村（日大） 
    幹 事 作本（日大），今池（日大） 
    幹事補佐 白井（日電検） 
資 料 
164-1 第 127 回電気学会基礎・材料・共通部門研究調査運営委員会議事録（案） 
164-2 2020 年度 計測技術委員会活動計画二次案 
164-3 2020 年度 計測研究会実施計画二次案 
164-4 2019 年度 計測技術委員会 活動状況 
164-5-1 研究会企画連絡シート（新潟） 
164-5-2 研究会企画連絡シート（富山） 
164-6 「イノベーションを創出する最新の計測技術 2019」巻頭言 
164-7 特集号の論文募集「イノベーションを創出する最新の計測技術 2021」特集 
164-8 電気学会基礎・材料・共通部門 活動資金申請書 
164-9 計測技術のおける研究開発の動向と最前線 
 計測技術委員会委員名簿 
 
議 事 
１．議事録の確認 

承認された． 
２．研究調査運営委員会 

大谷委員長より以下の報告があった． 
・ 各技術委員会と学協会間（電気学会除く）の協賛・共催状況の確認を実施する．計測技術委員会は

PEM（光応用電磁界計測研究会）と SICE（計測自動制御学会）と回答する． 
・ 各技術委員会の Web サイトを充実させ，技術委員会の設置趣意書を英文で電気学会ホームページ

上に載せる計画である． 
・ A 部門のホームページデザインが変更となった． 
・ 研究会資料の電子化について結論はまだ出ていない． 

３．2020 年度計測技術委員会活動計画二次案 
 作本幹事より資料 164-2 に基づき説明があった． 

・ 電磁波計測・リモートセンシングを 6 月に記載． 
 
 
 



４．2020 年度計測研究会実施計画二次案 
 作本幹事より資料 164-3 に基づき説明があった． 

・ 6 月開催地を大阪とした． 
・ 12 月を 2 日間開催とした． 
・ 担当委員が承認された． 

５．2019 年度計測技術委員会活動状況 
 作本幹事より資料 164-4 に基づき説明があった． 

・ フォーマットを新しいものに変更する． 
・ PEM継続のため 2 月の研究会連催を 2020 年度から再開する． 

６．計測研究会発表募集案内について 
 資料 164-5-1, 2 に基づき説明があった 

・ 特別講演を 11 月（佐賀）の研究会で実施．無理ならば 12 月に実施する． 
・ 意見交換会実施要項について説明された． 

７．イノベーションを創出する最新の計測技術２０１９ 
 資料 164-6 に基づき大谷委員長より説明があった． 

・ 3件再投稿が行われずリジェクト，15件が掲載となった．本特集号では巻頭言を収録した． 
８．特集号の論文募集 
 大谷委員長より資料 164-7 に基づき説明があった． 

・ 英文タイトルについては変更しないこととした． 
・ ゲストエディタは仲嶋副委員長が担当． 
・ 2019年11月，12月および2020年2月の計測研究会で発表された内容を中心に投稿を受け付ける． 

９．電気学会基礎・材料・共通部門活動資金申請書 
 大谷委員長より資料 164-8 に基づき説明があった．11 月実施の予定で講師選定を佐賀大に依頼するこ

ととなった． 
１０．電気学会論文誌特集解説記事について 
 大谷委員長より資料 164-9 に基づき説明があった．令和 2 年 1 月号「計測技術における研究開発の動

向と最前線」に投稿した解説記事が紹介された．  
１１．その他 
 なし 
 
次回予定  日 時 令和２年２月６日（木）    場 所 未定 
 
IM-09 議事録 
資 料 
 IEEE主催 2019 年度第 1 回「学生研究発表会」プログラム 
議 事 
１．第１回「学生研究発表会」の実施について 

・ 申込締切を 1週間延長した． 
２．役員改選について 

・ Officer候補に仲嶋一 Chair，大谷昭仁 Vice Chair を選出することが承認された． 


